
第２学年２組生活科学習指導案 
                                   指導者  竹林 恵     
                                 
１ 単元名 「お仕事名人になろう」 
２ 指導にあたって  

こんな子どもだから 

 
 
 
 
 
 
 
 

    こんな教材で                    こんな支援で         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

こんな子どもに（めざす子どもの姿） 

 
 
 
 
 
 
 

○ 家族が自分のためにいろいろしてくれることは、当たり前のことであり、支えてもらっている

ことに気づかず、家族の一員としての自分の役割に対する意識がうすい。 
○ 夏休みに家のお手伝いをする活動を通して、家の人からほめられたり、たよりにされたりして、

家の仕事に対する興味、関心が高まっている。 
○ お誕生日会に、家の人から生まれた時のことを書いた手紙をもらう経験を通じ、自分の家族の

よさや自分を大切にしてくれる家族の存在に気づいてきている。 

男女共同参画教育のねらいの一つである「自立す

る力の育成」に視点を置いて学習を構成する。 

① 夏休みの手伝いを振り返らせ、家

族の一員として、自分にできる仕事

を考え、協力して自分と家族の生活

をよりよいものにしようとする気持

ちを持たせる。 
（仕事を通してつかむ） 

 
② 自分が決めて継続して取り組んだ

仕事のしかたを友達に教え合うこと

で、家族の一員として取り組んでい

ることについて自信を持たせるとと

もに、友達の取組にも関心を持たせ、

そのよさに気づかせる。 
（交流することでさぐる） 

 
③ 家の仕事を、自分の役割として捉

えさせ、家族からの手紙によって、

家族の役に立っていると実感し、積

極的に取り組もうとする意欲をもた

せる。 
（思いを知ることでふかめる） 

 
○「つかむ」場では、夏休みに行った家の

お手伝いを発表し合うことで、様々な家

の仕事への興味を喚起する。また、自分

や家族の一日を取材し、家の仕事には

様々なものがあることに気づかせる。 
 
○「さぐる」場では、上手になりたい家の

仕事に、継続的に取り組ませる中で、仕

事をしてみて困ったことを情報交換し合

ったり、仕事が同じグループで工夫を教

え合ったりすることで、取り組みの意欲

化を図る。また、お仕事名人大会を開く

ことで、自分にできることを確認させる

とともに、身近な人とのかかわりを広げ、

そのよさに気づかせる。 
 
○「ふかめる」場では、家の人から手紙を

もらったり、家の人に感謝の言葉を伝え

たりすることで、自分が役に立っている

ことへの自信や満足感を味わわせるとと

もに、家族の一員としてよりよい生活を

しようとする意欲を高める。  

○ 自分は、家族に囲まれて生活し、その中で自分の役割があることに気づき、家族の一員と

して自分にできることを進んで行おうとする子 
○ 自分の家族や家の仕事について、進んで調べたり関わったりして家族への関心を高める子 
○ 自分と家族の生活を振り返ることで、よりよい家族生活について考えることができる子 
○ 仕事を友だちと教え合うことで、家庭の違いや良さを認め合うことができる子 
 



３ 単元の目標 
○ 家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考え、自分の役割を積極的

に果たそうとする意欲がもてるようにする。 
 ○ 家族や自分の生活を振り返ることにより、規則正しく健康に気をつけて生活しようとする関心

を高め、実践できるようにする。 
 
４ 単元指導計画  （総時数１２時間） 
過程と

配時 学 習 活 動 教師の働きかけ 評価（方法） 

 
 

つ 
 
 

か 
 
 

む 
 
 
 

（３） 
 

○ 家のお手伝いを紹介しよ

う。 
・ 夏休みにしたお手伝いを

みんなに知らせよう。① 
 
○ 家族の１日を調べよう。 
 ・ 自分の１日を振り返り、

家族の一日について調べる

計画を立てよう。① 
（２日間取材しよう。） 

 ・ 家族の１日を調べたこと

をみんなに知らせよう。①

 
 

○ 家のお手伝いについて振り

返らせるために、夏休みに行

った家の仕事の絵日記を発表

する場を設ける。 
 
○ 家族の役割に関心を持ち、

家の仕事には様々なものがあ

ることに気づかせるために、

自分や家族の一日について取

材する場を、２日間（平日・

休日）設ける。 
○ 家の仕事がたくさんあるこ

とに気づかせ、やってみよう

という意欲を持たせる。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

○家族一人ひとりの仕事がある

ことに気付く。（発言、家族の

一日カード、つぶやき） 

○仕事をしようとする意欲を持

っている。（発言、つぶやき、

行動観察） 

 
 
 
 
 
 

さ 
 
 
 
 

ぐ 
 
 
 
 

る 
 
 
 
 

（７） 
 

○ 家の仕事にチャレンジして

みよう。 
・ 上手になりたい仕事を一

つきめよう。① 
（１週間やってみよう。） 

  
 
 
 
 ・ 家の仕事をしてみて、困

ったことを出し合おう。①

  
 
 
 
 
・ 家の仕事をうまくする工

夫を教え合おう。① 
 （教え合った工夫をもとに、

さらに１週間やってみよ

う。） 
 
 

○ 友達と情報交換し、上手に

なりたい・工夫してできる仕

事を１つ選ぶようにさせる。 
○ １つの仕事を１週間継続

し、やってみてわかったこと

や気づいたことをワークシー

トに書かせ、同時に家の人か

らのはげましやアドバイスを

もらい、家庭の中で役立って

いる自分に気付かせ、仕事を

しようとする意欲を持たせる

ようにする。 
 
 
 
 
 
○ 仕事をやってみて、うまく

いかないところや疑問を解決

するために、同じ仕事のグル

ープで教え合い、仕事の工夫

に気づかせる。 
 

○自分から仕事に取り組もうと

している。（カード、表情、行

動観察） 

○家族とかかわり合いながら自

分でできるお手伝いを考えて

いる。（カード、つぶやき） 

○家庭において自分ができる仕

事がわかる。（カード、つぶや

き） 

 

○自分が行った仕事について、

進んで発表することができ

る。（発言） 

○友達の発表を聞き、友達の仕

事の様子について興味をもっ

て質問することができる。（発

言、表情、つぶやき、カード）

○同じ仕事同士でやってみて情

報交換することで、仕事の工

夫に気づく。（つぶやき、表情、

行動観察） 

○仕事の工夫を知るために、お

互いに、疑問やうまくいかな



 
 
 
 
 
 
 
 
○ 家の仕事名人大会をしよう

 
・ 発表の準備をしよう。②

 
  
・ 家の仕事名人大会で工夫

を教えあおう。②  
（本時）

 
 

 
 
 
○ 教え合った工夫を生かし

て、１週間継続して仕事を行

い、お手伝い名人になるよう

に意欲を持たせる。 
 
○ 自分の仕事に自信を持たせ

るとともに、自分の仕事を広

げるために、自分の仕事を友

達に紹介できるようにする。 
 
○ 異なる仕事同士でグループ

を作り、工夫や思いをアピー

ルし、仕事を教え合い、意見

や質問を出し合って、交流で

きるようにする。 
○ 本番と同様に実演ができる

ように実物を準備する。 
 

いことを教え合って解決しよ

うとしている。（発言・つぶや

き・行動観察・表情） 

○新しく教えてもらったことを

生かして仕事を続けようとし

ている。（カード・行動観察）

 

 

○仕事の工夫を言いながら、発

表している。（発言・行動観

察・表情） 

 

 

○自分が行った仕事を友達にわ

かりやすく発表しようとして

いる。（発言・表情・実物・行

動観察） 

 

 
ふ 

 
か 
 

め 
 

る 
（２） 

 

○ 家の仕事を行っての思いと

家族の思いを振り返ろう。 
 ・ 家の人への感謝の気持ち

を伝えよう。① 
・家の人の思いを知ろう。①

○ 家の人が大変な仕事を毎日

やっていることに感謝の気持

ちを伝える方法を考えさせる

ようにする。 
 
○ 家族からの手紙をもらっ

て、家族としての思いを伝え

てもらうようにし、家族の一

員として役に立つ自分に気付

かせ、自分にできることにつ

いて考えることができるよう

にさせる。 

○家族がみんなのためにしてい

ることを振り返り、感謝の気

持ちを伝える方法を工夫して

いる。 

（発言・つぶやき・表情） 

○家族の役に立つ自分に気付

き、継続してお手伝いをしよ

うとしている。 

（発言・カード・表情） 

５ 本時の学習 
（１）日  時    平成１９年１１月１３日（火）第３・４校時  体育館 
 
（２）主  眼 

○ 自分が取り組んでいる仕事を発表し合いながら、友達の仕事の内容や工夫点に気づくことが

できる。 
 

（３）授業仮説 
   本時学習において、次のような活動を仕組めば、自信を持って自分が取り組んだ仕事を友達に

わかりやすく発表したり、友達の仕事に対する頑張りやよさを認めあい、さらに自分の家庭での

仕事を見直したりすることができるであろう。 
  ○ 仕事で使う物の模型や本物を用意し、実際と同様に実演でき、臨場感のある場を設ける。 
  ○ 異なる仕事で小グループを作り、お互いに意見や質問を出し合って交流する。 
 
（４）準 備 
   実演するための物、見つけたよカード 
  



（５）展 開（２時間扱い） 
学習活動 教師の支援・留意点 評価（方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
 
２ 発表する内容を確認する。 
○ 仕事のやりかた 
○ 仕事の工夫 
○ がんばったところ 

 
 
３ グループに分かれて、発表する。 
【前半グループ】が発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【後半グループ】が発表する。 
 
 
 
 
４ 活動の振り返りをする。 
 ○ 感想を発表し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 異なる仕事のグループ（５～６

人）で、発表し合うことを確認す

る。 
 
 
 
○ 発表するときの話し方につい

て、確認する。 
○ 友達の仕事の頑張りや工夫を

見つけるように助言し、聞き方も

大切であることを告げる。 
 
○ 仕事の内容ごとに発表場所を

固定して模型等を設置し、グルー

プで移動するようにする。 
 
○ それぞれのグループの様子を

見ながら、発表にとまどっている

子を励ましたり、よいところをみ

つけ賞賛したりする。 
 
○ 仕事の頑張りや工夫に気づく

ようにアドバイスをし、交流が活

発になるようにする。 
 
○ 友達の仕事の工夫で見つけた

ことを、「見つけたよカード」に

書く。 
 
 
 
 
 

○ 友達の仕事に対する頑

張りや工夫を出させるよ

うにする。 
 
○ 仕事を継続しようとする意見

や、ちがう仕事にも挑戦したいと

いう意見を取り上げるようにす

る。 
 
○ 今日の発表会を振り返り、家族

の一員として仕事に取り組んで

いることのすばらしさを抑え、家

庭生活を支えている家族の力に

ついての話をしてまとめとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 自分の仕事につ

いて、友達にわか

りやすく表現した

り、友達の仕事の

仕方や内容につい

て質問や意見を言

ったりすることが

できる。 
 

 

めあて 
        家の仕事の工夫を教えあおう 

【仕事】 
・ せんたくものたたみ 
・ ぞうきんがけ ・トイレそうじ 
・ ふろそうじ ・げんかんそうじ 
・ しょっきあらい ・だいふき 
・ せんめんじょそうじ 
・ お米とぎ ・ごはんつぎ 
・ くつならべ 

 
大変だったけ

ど、もっとつ

づけてしたい

な。 

次は○○さ

んのように

△△をやっ

て み た い

な。 

○○さんは、

ふろそうじで

△△な工夫を

していいと思

いました。 

洗たくものた

たみに△△と

いう工夫があ

るとしって、び

っくりしまし

た。  


